
応募シート（別紙様式【公表面】） 

 

米沢市ＳＤＧｓ「わたしのなせばなる」を紹介します 

企業・団体名 米沢東高校 ２年 

代表者氏名 片平悠暖、小川芽依璃、長谷川幸姫 

関係するＳＤＧｓの目標（ゴール）に○を書いてください。（複数選択可） 
①貧困 
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②飢餓 
 

 

 

③保健 
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④教育 
 

 

 

⑤ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 
 

 

 

⑥水･衛生 
 

 

 

⑦ｴﾈﾙｷﾞｰ 
 

 

 

⑧経済成長･ 
雇用 

 

 

⑨ｲﾝﾌﾗ・産業
化・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

 

 

⑩不平等 
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⑪持続可能な
都市 

 

 

⑫持続可能な
生産と消費 
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⑬気候変動 
 

 

 

⑭海洋資源 
 

 

 

⑮陸上資源 
 

 

 

⑯平和 
 

 

〇 

⑰実施手段 
 

 

  

取組のタイトル 

服のチカラがもたらすものは 

取組の説明 ※ＳＤＧｓの各ゴールの達成にどのように貢献するかなどを記載してください。 

※欄が不足する場合や写真・画像がある場合は任意様式（Ａ４タテ）で提出してください。 

別紙のとおり（高校生チャレンジ発表資料より抜粋） 
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米沢東高校 小川芽依璃・片平悠暖・長谷川幸姫
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服のチカラがもたらすものは

実際の様子
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・回収した服は、服を必要とする難民の

子どもたちに届けられる
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・子どもたちが主体となって

校内や地域で着なくなった服を
回収する

服のチカラプロジェクトの歴史
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–7–

多くの人が協力してくれてる！
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服のチカラプロジェクトに当てはまるもの
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・このプロジェクトのメリットは？

・このプロジェクトのデメリットは？

→改善点を提案！！
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３．服のチカラがもたらすものは？
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＜メリット＞
・健康被害を防げる
・新しく作られる服を減らせる
・家にいながらできる
・おしゃれを楽しめる
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４．自分たちの予想

＜デメリット＞
・服の仕分けなどに人件費がかかる
・服を送る輸送費がかかる
・習慣、気候、文化、宗教に沿ってない
可能性がある

・現地の産業が崩壊する
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・期間     ：9月3日〜10月1日まで

・回収対象   ：幼児から160cmまでの子供服

         (大人服は対象外)

・回収不可のもの：靴下や下着、帽子、マフラー、

ベルトなどの小物類

迷彩・武器・ドクロ・血液の柄の服
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５．実際に活動してみた！

戦争など辛い記憶を思い出させないため。

・回収場所：明星保育園、そらいろ保育園、小松保
育園

明星保育園 そらいろ保育園 小松保育
園
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子供服を回収するためのポスター、
回収ボックスを作成

各保育園をまわって説明をする
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–17–



8

実際のポスター
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服分別の様子
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６．結果

ダンボール17箱分！！
(約254kg)
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ある保護者の方が服と一緒に入れてくださったお手紙
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（写真は３日の朝に貼ります。）
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アンケート
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3.要らなくなった服は
・捨てる ・家族や知り合いにあげる
・小さく切って掃除に使う

4.参加した理由
・自分にできることをしたかった
・リユースできる服があったから
・思い出のある服が誰かの役に立ってほしいと思ったから
・自分も人から服をもらって助かったことがあるから（恩送り）

5.感想など
・少しでもお役に立てたら嬉しいです
・平和ボケしていることに気づいた
・これから着る服なのか着ない服なのか考えるきっかけになった

など
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回収に当たっての要望

・定期的に回収を行う（衣替えの時期など）

・靴やバッグなどの子供用品の回収

・プライバシーを考えて回収する
（子供服には名前が書かれていることが多いので、
切り取るなど）

・活動する際に早めに（1,2ヶ月前ほど）声をかけること
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７.  提案してみた！

・保育園の保護者などの大人にも

出前授業をやる

→目的をわかっていない状態で服の回収に

参加している人が多かったから。
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・ユニクロさんと学生が協力して出前
授業を開く

→服のチカラプロジェクトについて深く知れたり、学
生が意欲的に活動する機会を増やすことができる
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具体的な例

1.オンラインやコミュニティセンターなどで

出前授業を開く
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ユニクロへ提案している様子

・ユニクロさんが活動できない時期に学生が出前講座を行う
→回収期間が長くなる

−25−

服の再利用法

番外編！
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ご清聴、ありがとうございました。
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